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指導資料 複式指導 第58号
－小学校，特別支援学校対象－

鹿児島県総合教育センター 平成24年10月発行

複式学級における理科の学年別指導への対応

複式学級の学年別指導において，間接指導

の充実は，非常に重要な課題であると言える。

そのため，これまでも国語科や算数科を中心

として，「指導過程のずらし」「２個学年間

のわたり」「ガイド学習」など，間接指導を

充実させるための様々な取組が行われ，成果

を挙げてきている。

しかし，国語科や算数科以外の教科におけ

る学年別指導では，異なる場での学習活動な

ど，間接指導そのものが困難な場合もあり，

間接指導以外の面でも解決しなければならな

い課題も少なくない（図１）。

そこで本稿では，理科の学年別指導の課題

への対応について，考えられる取組を述べる。

１ 理科における学年別指導の課題と対応

(1) 学年別指導の課題

理科は，観察，実験を通して問題を解決

する学習活動が多く，実験等の手続きの困

難さや安全面への配慮などから，直接指導

が必要とされる場面が多い教科であると言

える。

理科においては，間接指導を指導過程に

位置付ける際，どのような配慮が必要なの

か，また，間接指導そのものを指導過程に

位置付けることができない場合，どのよう

な対応が必要なのか，状況に応じて整理し

ておく必要がある。

図１ 複式学級の学年別指導における課題と取組の工夫
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(2) 学年別指導の状況の整理

表１は，年間指導計画に間接指導が可能

かどうかを位置付ける際の視点を示した例

である。学習活動の内容だけでなく，児童

の実態や学習環境，指導過程のずらしなど

を踏まえて，間接指導の位置付けが可能か

どうかを判断する必要がある。

表１のＡは，通常の間接指導が可能な状

況を示しているのに対し，ＢとＣは，担当

教諭以外の支援者を必要とする状況を示し

ている。Ｂの状況は，２個学年共に同じ場

所で活動するが，安全面や技術面などの配

慮を支援してもらう場合であり，２個学年

への指導そのものは，担当教諭が一人で行

うことになる。それに対してＣの状況は，

２個学年が同一の場所で活動することがで

きないため，学習指導も含めて他の教諭に

支援を依頼する場合を示している。

(3) 年間指導計画への位置付けと支援計画

ＢとＣのようなケースでは，他の職員か

ら支援してもらえる状況があれば，特に問

題はない。しかし，複式学級が設置されて

いる学校は，小規模校で職員も少なく，簡

単に支援を得られる状況ではないと考えら

れる。

したがって，年間を通して計画的な支援

が得られる体制を整えるために，前述のＡ，

Ｂ，Ｃの状況がどの程度生じるのか，ある

程度の見通しをもっておく必要がある。そ

こで，年間指導計画に間接指導が可能かど

うかを位置付けた例が，表２である。

また， 次頁の図２は，完全複式の学校

で，３・４年，５・６年ともに，理科を週

３時間ずつ実施する場合を想定した時間割

を用いて，校内の支援計画を作成した例で

ある。

表１ 間接指導が可能かどうかを判断するための視点の例
間接指導の状況 判断するための視点

Ａ 教師一人での対応が可能 ・ 児童のみで学習活動を進めることができる。
【通常の間接指導が可能】 ・ 児童のみで安全に活動することができる。

・ 学習活動に安全面への配慮が必要ではあるが，
その場面での直接指導は可能である。

・ 技術的に操作が難しい観察，実験があるが，
その場面での直接指導は可能である。

Ｂ 間接指導の際，支援者が必要 ・ 学習活動に安全面への配慮が必要であり，そ
【間接指導は可能だが，間接指導時の支援 の場面での直接指導は困難である。
者が必要】 ・ 技術的に操作が難しい観察，実験があり，そ

の場面での直接指導は困難である。
Ｃ 学習指導ができる教師が，もう一人必要 ・ 同一の活動場所で実施できないため，いずれか

【間接指導そのものが困難】 の学年については，直接指導だけでなく間接指導
も困難である。

表２ 第３・４学年理科年間指導計画（例）
３年 身近な自然の観察 ４年 季節と生物

月 主な学習活動 時 活動の場 間接指導 活動の場 時 主な学習活動
・ 校庭や野原などで，どのよう 理科室 理科室 ・ この時期に見られる動植物の
な生き物が見られるか話し合 様子について話し合う。
う。 １ Ａ １ ・ １年間の動植物の様子の変化

４ ・ 野外観察での注意事項や観察 について話し合い，観察計画を
方法について知る。 立てる。

・ 校庭や野原などで，生き物を 校庭， 校庭， ・ この時期に見られる動植物の
月 さがし，色や形，大きさなどに ２ 学校周辺 Ｂ 学校周辺 ２ 様子を観察して，記録する。

着目しながら観察して記録す
る。

・ 生き物を観察し，色，形，大 理科室 校庭 ・ ヘチマなど，植物のたねをま
きさなどのすがたが，それぞれ １ Ｃ １ き，育ち方と気温との関係を調
違うことをまとめる。 べる。

（以下省略）
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校時 月 火 水 木 金

１ ５・６年 支援者① ３・４年 支援者③

２

３ ３・４年 支援者② ５．６年

４

５

６ ３・４年 ５・６年 支援者④

図２ 校内の支援計画（例）

【学年別指導にならない状況】

３年生は，４年生より標準の授

業時数が15時間少ないので，この

時間差を利用して，４年生単独の

授業を組むこともできる。

【Aの状況】

教師一人でも指導可能

な学習活動を設定する。

【BまたはCの状況】

この時間に授業のない学年が

ある場合，その学年の担当者か

らの協力も考えられる。

【BまたはCの状況】 【BまたはCの状況】

これは，週３時間のうちの２時間のみ，他

の職員から支援を得るように計画している。

ただし，毎週必ず支援が必要であるというわ

けではないため，担当教諭一人で授業するの

が困難な場合に限り，支援を得ることを想定

している。

支援の内容については，間接指導時の安全

確保のみを依頼するような場合もあれば，学習

指導を含めて依頼するような場合もある。その

際，どの時間に誰が支援できるのかについて，

全職員の共通理解を得られていれば，担当教

諭と支援者との打合せ等も円滑に進めること

ができるのではないかと考えられる。

２ 理科の学年別指導の実際

理科の学年別指導において，児童が安全に

観察，実験を実施することができ，かつ２個

学年が同一の場所で活動できる状況であれば，

教師一人での対応も可能となる。ここでは，

直接指導と間接指導を指導過程に位置付ける

際の「ずらし」の工夫について，次頁図３の

指導案の例を基に述べる。

(1) 学習問題を設定する場面

理科においては，事象提示などで，自然

の事象を直接観察して学習問題を設定する

ことが多い。この場面では，児童の気付き

を十分取り上げた上で問題を焦点化したい

ため，直接指導で対応したい。よって，ど

ちらかの学年は，「ずらし」によって間接

指導で対応できるようにする必要がある。

図３の指導案例では，５年生は振り子の

観察から学習問題を設定する活動（直接指

導），６年生は前時に立てた学習問題に対

する予想や仮説を立てる話合い活動（間接

指導）から始まる指導過程を設定している。

(2) 予想や仮説と観察，実験の計画を立てる

場面

予想や仮説を確かめるための観察，実験

の計画を立てる活動は，見通しをもった観

察，実験を行う上で重要な学習活動である。

観察，実験を行う前に，予想や仮説と照ら

し合わせて妥当な方法であるかどうかなど，

どちらの学年も直接指導で確認する必要が

ある。

図３の指導案例では，５年生が予想や仮

説を立てる活動（間接指導）の間に，６年

生は観察，実験の計画を立てる活動（直接

指導）を行っている。また，６年生が実験

用てこで観察，実験を始めた段階（間接指

導）で，５年生は，観察，実験の計画を立

てる活動（直接指導）を行っている。

(3) 観察，実験と考察・まとめの場面

図３の指導案例のように，観察，実験が

安全に行える状況であれば，観察，実験の

場面をずらして，一部を間接指導で行うこ

とも可能である。児童のみで活動できない
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図３ 理科の学年別指導の指導案（例）

１ 単元名 ５年 ふりこのきまり １ 単元名 ６年 てこのはたらき
２ 本 時 （１／９） ２ 本 時 （７／11）
(1) 目 標 (1) 目 標

振り子の運動の変化とその要因について，条件に 実験用てこを使い，おもりの重さや位置を変えて，て
着目して調べ，振り子の運動の規則性についての考 こがつり合うときの条件を調べ，てこがつり合うときの
えをもつことができるようにする。 規則性についての考えをもつことができるようにする。

(2) 展 開 (2) 展 開
指導上の留意点 主な学習活動（第５学年） 過程 位置／時間 過程 主な学習活動（第６学年） 指導上の留意点

○ 振れる速さの １ 振れる速さの違う二つのふり １ 学習問題を確認する。 ○ 前時の終末に
違う二つのふり こを観察し，気付いたことを話

（ （

てこが水平につり合うのは， 立てた学習問題
この一部を観察 し合う。 つ 直 間 どんなときだろうか。 を確認する。
することで，そ ・ 振れる速さが違う。なぜだ か 接 接
の仕組みへの問 ろう。 む 指 指 ２ 予想する。 ○ 実用てこで，
題意識をもたせ ２ 学習問題を立てる。 導 導 ・ 左右のおもりの位置と重さ 力点や作用点の
る。 ふりこが１往復する時間が違 ５

） ）

が同じときにつり合う 位置を変えて，
○ ふりこが振れ うのは，何に関係があるのだろ 分 ・ 左右のおもりの位置や重さ 力の大きさの変

る様子を実際に うか。 が違ってもつり合うときがある。 化を調べた経験
観察しながら， 10 見 ・ 支点に近いほど，おもりが を基に，予想を
１往復の時間に ３ 予想する。 分 通 重くなるはずだ。 立てる。
影響を与える要 ・ おもりの重さ す
因を予想できる ・ 振れ幅 ３ 予想を確かめるための方法を ○ 自ら立てた予
ようにする。 ・ ふりこの糸の長さ 15 話し合う。 想を確認するた

分 ・ てこがつり合ったときの左 めには，おもり
○ 自ら立てた予 ４ 予想を確かめるための方法を 見 右のおもりの位置と重さを比 の位置や重さを

想を確認するた 話し合う。 通 べる。 数値で表す必要
めには，条件を ・ おもりの重さが違う二つの す ・ できるだけ，多く記録を取っ があることや多
変えた二つのふ ふりこの１往復の時間を比べ ５ て比べると，きまりが分かる くのデータが必
りこの１往復の る。 15 分 かもしれない。 要であることに
時間を比べる必 ・ １往復の時間が違えば，お 分 気付かせる。
要があることに もりの重さが関係あると言え
気付かせる。そ る。 ４ 観察，実験を行う。 ○ 実験用てこの
の際，他の条件 ・ 振れ幅や糸の長さも同じよ ５ 調 ・ 実験用てこを用いて，左右 操作や結果の記
は統一すること うに変えて比べればよい。 分 べ におもりをかけてつり合わせ 録が正しくでき
も確認する。 る る。 るように，手順

○ 誤差を少なく ５ 観察，実験を行う。 ・ てこがつり合うおもりの位 を 掲 示 し て お
するための記録 ・ おもりの重さを変えた二つ 調 10 15 置と重さの組合せを記録する。 く。
の取り方につい のふりこを準備する。 べ 分 分
て指導し，手順 ・ 10往復の時間をそれぞれ３ る
を 掲 示 し て お 回ずつ計り記録する。
く。 ・ １往復の時間の平均値を求 15 ５ 結果を基に考察し，まとめる。 ○ おもりの位置

める。 分 ・ 左右違う位置におもりをか を支点からの距
ま けてもつり合うときがあるか。 離で表し，おも

○ 話し合う順序 ６ 結果を基に考察し，まとめる。 と ・ 予想は正しかったか。 りの重さを力の
をあらかじめ確 ・ 二つのふりこの１往復の時 10 め ・ 何かきまりのようなものは 大きさと見るこ
認しておくこと 間は，同じか違うか。 分 る ないか。 とで，てこがつ
で，結果を基に ・ 予想は正しかったか。 「力の大きさ」×「支点からの り合うときのき
考察し，分かっ ・ 何が明らかになったか。 ま 10 きょり」の値が左右同じときに まりに気付かせ
たことをまとめ ふりこが１往復する時間は， と 分 つり合う。 る。
られるようにす おもりの重さとは関係がない。 め
る。 る

つ
６ 次時の学習について話し合い， ○ てこのきまり

○ 他の予想につ ７ 次時の学習について確かめる。
か

学習問題を立てる。 が，日常生活でど
いて，次時に検 ・ 振れ幅 10

む
てこが水平につり合うときの のように活用され

証することを確 ・ ふりこの糸の長さ 分 ５ きまりを使って，重さを計るた ているか話し合う
認する。 分

５
めの道具を作ろう。 ことで，ものづく

りへの意欲を高め
分 る。

場合は，観察，実験を２個学年同時に開始

し，単式学級で複数のグループを同時に指

導するような形態を作ることも考えられる。

観察，実験の計画を先に立てる学年の指導

過程に，実験の準備の時間を設定すれば，

開始時間を調整することも可能となる。

また，考察，まとめの場面では，観察，

実験にかかる時間差を利用したり，観察，

実験の結果を整理する時間を利用して指導

過程をずらすことも考えられる。

理科の学年別指導においては，学習活動の

組合せによって，対応が大きく変わる場合も

ある。本稿で取り上げた指導計画や指導過程，

校内体制だけでなく，学習環境の整備や学び

方の面からも工夫が必要である。

（教科教育研修課）
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